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絶滅危慎種スナヤツメ南方型の鹿児島県からの70年ぶりの記録
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Abstract. A single specimen of Lethenteron sp. S (P巴tromyzontiformes:Petromyzontidae) was 
col1ected from the Komenotsu River System in the Izumi region， Kagoshima Prefecture， Kyushu， 

J apan. The species has be巴nnot recorded from Kagoshima on the basis of specimens since 1937. 
Th巴日p巴cim巴nfrom the Izumi region repr巴sentsthe southernmost record for th巴species.Descrip同

tion of the specimen is giv巴nand distributional implications of the species in th巴Izumir巴glonare 
also discussed. 
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鹿児島県出水地方の米ノ津川水系からスナヤツメ南方型11同体が採集された.鹿児島県からの本種の標
本に基づく記録は約70年ぶりであり，さらに本種の日本における南限記録となる.本報告では，この襟本

を詳細に記載し若干の地理学的考察をおこなった.

ヤツメウナギギ、干1ヰ十カワヤツメ属(但P巴tromyzonti--

d伽a巴仇，Lμet.的hentero仰1η1)は6種で構成され(山山11崎1I崎|府奇.後

藤， 2000)，日本列島にはカワヤツメL.japon-

icum (Martens， 1868)，シベリアヤツメL.kessleri 

(Anikin， 1905)およびスナヤツメL.reisムsneri

(Dybowski， 1869)の3種が分布するとされてい

た(岩田， 1993).しかし， Yamazaki and Ooto 

(1996， 1998)は，アロザイム解析により日本に

分布するスナヤツメには遺伝的に分化した二

型(北方型・南方型)が存在することを明らか

にした.北方型は北海道および本州の中部域以

北に分布し，南方型は本州のほぼ全域，四国，九

州および朝鮮半島南部に生息する(Yamazaki

and Ooto， 1996， 1997， 1998; Yamazaki et al.， 
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1999). Yamazaki and Ooto (1996， 1998，2000)は，

両型の分布が重なる地域ではいくつかの河川

において両型が問所的に生息するものの遺伝

子交流が認められないことから，二型間におけ

る生殖隔離の存在を示唆した.

Yamazaki and Ooto (1998)はアロザ、イム角平本庁

によって，日本列島，朝鮮半島およびロシア極

東域を含むユーラシア極東域におけるスナヤ

ツメ二型，カワヤツメおよびシベリアヤツメの

類縁関係を検討し，スナヤツメ北方型，カワヤ

ツメおよびシベリアヤツメが近縁な関係にあ

る一方で，スナヤツメ南方型が他の3者から高

度に遺伝的分化していることを明らかにした.

また， Yamaz誌iet al. (2003)はヤツメウナギ科

のPetromyzonmarinus Linna巴us，1758とLampe-

trafiuviatilis (Linnaeus， 1758)を外群としたミト

コンドリアDNAに基づく系統解析により，ス

ナヤツメ北方型と L.fluviatilisが単系統群を構

成し，スナヤツメ南方型が遺伝的に遠縁という

結果を示した.

最近， Yamazaki et al. (2006)はユーラシア極

東域におけるスナヤツメ，カワヤツメおよびシ

ベリアヤツメの類縁関係をアロザイムとミト

コンドリアDNAに基づいて検討した.彼らは，

L. reissneriのタイプ産地であるアムール川水系

から採集されたL.reissneriとシベリアヤツメ

が遺伝的にきわめて近禄で、あること，アムール

川産のL.reissneriと日本列島および朝鮮半島

に分布するスナヤツメ二型が遺伝的に遠縁で

あること，スナヤツメ北方型，アムール川産の

L. reissnel・1，カワヤツメおよびシベリアヤツメ

が，外群としたスナヤツメ科の異属他種と単系

統群を構成する一方で，スナヤツメ南方型が遺

伝的にきわめて遠縁であることを明らかにし

た.これらの結果から，日本列島および朝鮮半

島に分布するスナヤツメ二型は，便宜的に

Lethenteron sp. NとLethenteronsp. Sと表記さ

れ，Lethenteron sp. Sについて属名の変更を含

めた系統的位置づけの再検討が必要であると

されている(山崎・後藤， 2000; Yamazaki et al.， 

2003; Yamazaki et al.， 2006).本報告でも鹿児島

県産のヤツメウナギ科魚類をスナヤツメ南方

型Lethenteronsp. Sとして扱う.

鹿児島県におけるスナヤツメ南方型の記録

は，小川 (1937)による“出水町(現出水市)の

米ノ津方面"からの“スナヤツメ Entoshenus

mitsllkurii"の報告が最も古い.なお，日本がタ

イプ産地である E.mitsukurii Hatta， 1901は，L.

reissneriの新参シノニムとされているが (Kot-

印刷， 2006)，日本には形態的に類似する 3種L

reissneri， Lethenteron sp. N， Lethenteroll sp. S 7J' 

分布するため (Yamazakiet al.， 2006: table 3)， E. 

mits此uriiがL.reissneriの新参シノニムなのか，

Lethenteron sp. NあるいはLethenteronsp. Sに

対して適用すべき名称なのか判断できない.小

川 (1937)によれば出水町産スナヤツメ南方型

の標本15個体を所持していたとあるが，本研

究ではこれらの標本の所在を確認することは

できなかった.当時，小川は鹿児島県女子師範

学校に所属しており，同校は 1949年に鹿児島

大学に統合された.現在，鹿児島大学水産学部

魚類標本庫には小川の標本は所蔵されておら

ず，移管に伴い小川が所持していた出水町産ス

ナヤツメ南方型の標本は逸失したものと思わ

れる.

今井・中原 (1964)，今井 (1974)および環境

庁 (1978)が出水地方の米ノ津川水系 (Fig.1) 

からスナヤツメを報告しているが，これらはい

ずれも小川(1937)の引用である.また，青柳

(1957)は小川 (1937)を引用して米ノ津川から

“スナヤツメ Lal71petraplaneri (Bloch， 1784)"を

報告している.青柳 (1957)は，日本に分布する

E. mitsukllriiとヨーロッパ西部に分布する L

planeri には明確な形態的差異が認められない

ため，両名義種を同一種とみなし前者を後者の

新参シノニムとした.しかし，現在では両名義

種は別種として認められている(山崎・後藤，

2000). 

小川 (1937)以降は，出水地方の高尾野川水

系 (Fig.1)における 1960年代ごろの本種と思

われるヤツメウナギ科魚類の目視情報(福田私

信)があるのみで，約40年にわたり鹿児島県に

-24-



松招瑞樹・米沢俊彦・四宮明彦・鈴木庚志・大木公彦・本村浩之

Fig. 1. Map of the Izumi region， Kagoshima Pr巴fecωre，
Japan. Circ1巴indicateslocality of KAUM-I. 2557. 
1. Euchi River. 2. Takaono R. 3. Komenotsu R. 

Drawn by M. Matsunuma. 

おける本種の確認例は途絶えていた(四宮・米

沢， 2002;岸野，2003).

2005年5月に，出水市の米ノ津川水系からス

ナヤツメ南方型のアンモシーテス幼生1個体が

採集された鹿児島県からの本種の標本に基づ

く確認例としては約70年ぶりとなるため報告

する.本標本は鹿児島大学総合研究博物館

(KAUM-I.)に登録・保管されている.標本の計

測はYamazakiand Goto (1997)に従った.

スナヤツメ南方型

Lethellteroll sp. S 

(Figs 2-3) 

標本 KAUM-I. 2557， 1個体，全長137.4mm，

鹿児島県出水市米ノ津川水系鍋野川，石瀬

学・田島亘採集，2005年5月11日.

記載本標本の体各部の比率および7番目

の賦孔後縁の直後から総排世口前縁の直前ま

での筋節数を，既報のLethenteronsp. Nおよび

Lethenteron sp. Sのアンモシーテス幼生

(Yamazaki and Goto， 1997)と併せ， Table 1に示

した.本標本は，口盤および眼が未発達のアン

モシーテス幼生である (Fig.2).体は著しく細

長く体節が存在するミミズ形.頭と体はやや側

偏した円筒状で尾部は側偏する.鱗はない.口

は漏斗型で顎がない.頭巾状に大きく突出した

上唇がわずかに突出した下唇を覆う.口盤およ

び歯は未発達で，上唇の裏側から口腔の縁辺に

かけて櫛状の歯が高密度に存在する.眼球は皮

下に埋没する.両眼の聞に三角形に開口した鼻

孔がある.全長の前から43.4%までの体側部と

背部には小孔が閉口する.小孔は頭部に向かつ

て高密度となり，その配列は左右で、おおむね一

致するが完全な左右対称ではない.眼の直後の

体側部には，鯉、穴が7つ連続して閉口する (Fig.

3).開穴列は体の後に向かつてゆるやかなカー

ブを描く.全長の前から 67.0%の腹部に総排i世
孔が体軸と平行して一文字に閉口する.胸鰭と

腹鰭はない.全長の前から46.4%の位置を基点

として2基の背鰭が連続して存在し，その連続

帯はきわめて痕跡的である.第2背鰭は尾鰭に

連続する.骨鰭様膜突起は痕跡的であり，わず

かに肉質の隆起線として総排世孔の直後から

尾柄部に存在し，尾鰭に連続する.尾鰭は小さ

く先端はやや尖る.

体色 ホルマリン固定後70%エチルアルコ

ールで保存した標本に基づく.体色は一様に茶

褐色で，偲孔周辺，眼の周辺，鼻孔とその上部，

小孔とその周辺および腹側は淡灰色.背鰭は白

色で，いずれの背鰭上にも黒斑はない.尾鰭は

背鰭と同様に白色であるが，尾柄部に沿って体

色と同様の茶褐色を帯びる.上唇および頭頂部

は黒色を呈する.

備考 本標本は，筋節数が56であることか

ら，同属のカワヤツメ(筋節数は67-77)，シベリ

アヤツメ (63-76)および、Lethenteronreissner・i

(64-73)と区別され，スナヤツメ北方型かスナ

ヤツメ南方型のいずれかに同定される

(Yamazaki et al.， 2006).本標本の筋節数は両型

の平均値の中間を示しており (Table1)，本標本

がスナヤツメ北方型かスナヤツメ南方型のど

ちらであるかは判断することができなかった.
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Fig. 2. Lateral vi巴W ofpr巴servedspecimen of Lethenteroll sp. S， ]<ζAUM-I. 2557， 137.4 mm TL， 
Nab巴noRiv巴r，tributary of Kom巴notsuRiv巴r，Izumi， Kagoshima Pr巴fecture，Japan. Photo by 
G.Ogihara. 

Fig. 3. Lateral vi巴W of head of Lethenteron sp. S， KAUM-l. 2557， 137.4 mm TL. Photo by G. 

Ogihara. 

しかし，両者の地理的分布パターンから

(Yamazaki et α1.， 1999)，本標本はスナヤツメ南

方型である可能性が高い.米ノ津川の漁業協同

組合はアユ放流事業を行っていることから，放

流されたアユの稚仔魚、に混入してスナヤツメ

北方型が人為的に移入された可能性を検討し

たが，同漁協は米ノ津川の河口近くの堰まで遡

上してきたアユを捕獲して、白河川内の上流

域に放流する手法をとっていること，また不足

分を放流する場合は人工種苗を用いているこ

とから(宮田私信)，アユ放流事業によってスナ

ヤツメ北方型が他地域から米ノ津川に移入さ

れたとは考えづらい.スナヤツメ南方型が出水

地方に生息する確証を得るため，さらには個体

群規模がきわめて小さい集団の遺伝的特性を

把握するためにも今後の遺伝学的な研究が必

要である.

出水地方は八代海の南方に位置する (Fig.1). 

水深の浅い八代海は，最終氷期(約6万一1万年

前)の海面低下にともない，当時は淡水湖であ

26 

ったと考えられている(日本第四紀学会， 1987). 

八代海に面する地域でスナヤツメ南方型の生

息が確認、されている河川は出水地方の米ノ津

川水系と高尾野川水系，熊本県の球磨川水系で

ある(青柳， 1957;熊本県希少野生動植物検討

委員会， 1998).現在のこれら 3水系におけるス

ナヤツメ南方型の出現は，本種が最終氷期の淡

水湖を介して八代海周辺地域の広範に分散し

た結果を示しているのかもしれない.したがっ

て，鹿児島県では米ノ津川水系と高尾野川水系

に隣接する江内川水系(Fig.1)にもスナヤツメ

南方型が生息する，あるいは生息していた可能

性が高い.

スナヤツメ南方型は鹿児島県の出水地方よ

りも南の地域からは生息が確認されていない

(小川， 1937;今井・中原， 1964).そのため，同地

方が本種の分布南限であると考えられ，なんら

かの地理的要因によって本種は同地方よりも

南の地域へ分布を拡大できなかったと考えら

れる.あるいは，過去には出水地方よりも南の
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T乱ble1. Proportional m巴asur巴m巴ntsand meristic counts of the ammocoetes of Lethenteron sp. 
N and S. Data given by Yamazaki and Goto (1997) indicat巴rangesm par巴nthesesand 

means. 

Pres巴ntstudy 

Totallength (mm; TL) 137.4 

Prebranchiall巴ngth/TL 0.071 

Branchiallength (BL)!TL 0.102 

Tnmk length!TL 0.497 

Taillength!TL 0.309 

Prebranchiallength!BL 0.700 

Trul1k lel1gth/BL 4.879 

Taillength!BL 3.036 

Number of trnnk myomer巴s 56 

地域にもスナヤツメ南方型が分布していたの

であれば，なんらかの理由で絶滅した可能性が

考えられる.今後，古生物学・地質学に関する

研究の発展，また採集調査に基づく分布情報の

蓄積により，出水地方がスナヤツメ南方型の分

布南限となっている要因が明らかになること

を期待する.

本種は環境省レッドデータブックによって

絶滅危倶II類に(山崎， 2003)，日本の希少な野

生水生生物に関するデータブック(水産庁編)

においても希少種に位置づけられている(岩田，

1998).本種の鹿児島県レッドデータブックに

おける位置づけは“情報不足門となっているが

(岸野， 2003)，本種はより絶滅危険度の高いカ

テゴリーに相当する可能性があり，今回の採集

記録をふまえて再検討する必要があると思わ

れる.また，上記の文献においてLethenteronsp. 

NとLethenteronsp. Sの両者は混同されて絶滅

危倶種の選定評価を受けており，今後は個別に

評価する必要があると思われる料.さらに，こ

れまでLethenteronsp. NとLethenteronsp. Sの

両者にはそれぞれスナヤツメ北方型とスナヤ

ツメ南方型の名称が与えられていたが，あたか

も両者が同一種内の地域個体群であるという

誤解を招くため，両種の学名の決定と，歴史的

**本論文受理後の2007年8月3日に環境省から発表

された第2次見直し動物レッドリストでは，本研究の

Lethenferon sp. Sが「絶滅危倶II類スナヤツメ南方種
Lethenteron sp. 2Jとしてリストされた.

Yamazaki and Goto (1997) 

Lefhenteron sp. N 

112.80 (53.4-183.4) 
0.076 (0.055-0.122) 

0.124 (0.093-0.156) 

0.536 (0.470-0.584) 

0.268 (0.226-0.323) 

0.615 (0.395-1.101) 

4.345 (3.215-5.746) 

2.184 (1.594-3.198) 

58.07 (51-66) 

Lethel1ter門011sp. S 

90.65 (49.2-159.6) 

0.078 (0.058-0.110) 

0.121 (0.062-0.238) 

0.530 (0.467-0.577) 

0.271 (0.226-0.318) 

0.652 (0.325-1.333) 

4.438 (2.000-8.949) 

2.270 (1.073--4.205) 
55.34 (51-61) 

背景および詳細な調査に基づいて少なくとも

どちらか一方に新標準和名を提唱する必要が

ある.出水地方はスナヤツメ南方型の現在の分

布南限地にあたり，また，同地方における本種

の生息個体数はきわめて少ないものと思われ

る.そのため，生物地理学の見地から出水地方

の学術的意義は高く，同地方における本種の生

息環境の保全および今後の継続的な調査が必

要である.
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